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日
本
列
島
に
大
寒
波
が
到
来
。
隠
岐
の
島
町
で
も

最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
5.7
度
を
観
測
。

港
町
自
治
会
が
、「
し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
団
体
表
彰
」
の
知
事
表
彰
を
受
賞
。

吹
奏
楽
な
ど
の
音
楽
会
、「
第
25
回
ブ
ラ
ス
の
響
き
」

の
開
催
。

地
元
の
貝
料
理
を
全
国
に
発
信
す
る
、「
貝
の
王
国

隠
岐
の
島
」
の
開
国
を
宣
言
。

隠
岐
太
鼓
保
存
会
結
成
35
周
年
記
念
公
演
の
開
催
。

竹
島
領
土
権
確
立
隠
岐
期
成
同
盟
会
が
、
関
係
国

会
議
員
に
対
し
、
竹
島
を
所
管
す
る
部
署
の
設
置

な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
。

隠
岐
の
神
楽
保
存
団
体
が
集
ま
る
、
公
演
「
隠
岐

乃
国
伝
統
芸
能
祭
」
の
開
催
。

第
36
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
島
根
県
予
選
団
体
で

「
隠
岐
柔
友
会
」
が
優
勝
。

隠
岐
の
島
町
土
地
開
発
公
社
解
散
。

24
日
：

27
日
：

31
日
：

6
日
：

14 
日
：

17 
日
：

28
日
：

13 
日
：

31
日
：

1
月

2
月

3
月

隠
岐
の
島
町
の
1
年　

主
な
出
来
事

隔
年
開
催
の
「
布
施
の
山
祭
り
」
の
開
催
。

（
4
月
3
日
ま
で
）

玉
若
酢
命
神
社
の
八
百
杉
の
大
枝
が
崩
落
。
6
月

3
日
に
再
生
工
事
完
了
。

第
24
回
隠
岐
い
ぐ
り
凧
祭
の
開
催
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
か
ら
訪
問
団
が
来
島
。

隠
岐
温
泉
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
で
、
入
浴
者
累
計
４
５
万
５
，

５
５
５
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催
。

第
46
回
し
げ
さ
踊
り
パ
レ
ー
ド
の
開
催
。

第
31
回
隠
岐
し
げ
さ
節
全
国
大
会
の
開
催
。

役
場
庁
舎
整
備
に
関
す
る
説
明
会
を
各
地
区
で
開

催
。（
６
月
２
日
ま
で
）

竹
島
資
料
収
集
施
設
の
開
設
。

大
久
神
社
本
殿
の
屋
根
改
修
工
事
に
伴
う
、
正
遷

宮
奉
祝
祭
の
開
催
。

11
回
目
と
な
る
隠
岐
の
島
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ク
ロ
ト
シ
ン
市
と
の
友
好
都

市
提
携
調
印
式
を
、
隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
。

2
日
：

9
日
：

10 
日
：

5
日
：

8
日
：

14 
日
：

15 
日
：

19 
日
：

29
日
：

12 
日
：

19 
日
：

25
日
：

4
月

5
月

6
月

　隠岐太鼓保存会の結
成35周年を記念する公
演が行われ、演奏を披
露。

▼隠岐太鼓保存会結成35周年記念公演（2月14日）

▲港町自治会が知事表彰を受賞（1月27日）

　島根県立石見武道館で行
われた、第36回全国少年柔道
大会島根県予選団体で、町内
の柔道クラブ隠岐柔友会が優
勝。（写真は、隠岐柔友会の
皆さん）

　港町自治会が、自治会や町内会などが主体と
なる地域福祉活動の取り組みに対して、島根県
が表彰する、「しまね流福祉のまちづくり団体
表彰」を受賞。

▼隠岐柔友会が島根県大会で優勝（3月13日）

　玉若酢命神社の八尾杉の大
枝が崩落し、幹や枝が大きく
損傷。参道が一部、立ち入り禁
止となる。（６月３日再生工事
完了）

▲八百杉の大枝が落下
　　　　　　　　（4月9日）

　クロトシン市との友好都市提携調印式が行われる。今
後は、相撲のみならず、文化、経済など幅広い分野での
交流を図っていく。（写真は、調印後に握手を交わす松
田前町長（写真中央）とマルシャーウェッククロトシン
市長（写真右））

▲クロトシン市との友好都市提携調印式（6月25日）

　隠岐温泉GOKAでは、平成６年のオープン後、
入浴者が累計45万人を超え、これを記念し、
455,555人達成セレモニーを開催。（写真は、達成
者の方によるくす玉割りの様子）

▲隠岐温泉GOKA入浴者455,555人達成（5月8日）

　大久神社本殿の屋根改修工事の竣工に伴う、正遷宮奉
祝祭が大久神社で行われる。（写真は、奉祝祭後に奉納
された神楽を見る、大久地区住民の皆さん）

▲大久神社正遷宮奉祝祭（6月12日）

特
集

隠岐の島町
2016

　平成28年も残すところわずか。皆さんにとってこの
１年は、どのような年だったでしょうか。今回の特集
では、広報「隠岐の島」でお伝えした出来事を中心に、
町の1年を振り返ってみたいと思います。
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津
戸
地
区
の
隠
岐
の
島
町
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

コ
マ
ツ
相
談
役
の
坂
根
正
弘
さ
ん
に
よ
る
、「
隠
岐

の
島
町
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
の
開
催
。

元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
監
督
の
、

柳
本
晶
一
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
開
催
。

第
87
期
棋
聖
戦
第
４
局
が
開
催
。
羽
生
善
治
棋
聖

と
永
瀬
拓
矢
六
段
が
対
局
。

大
相
撲
八
角
・
伊
勢
ノ
海
部
屋
隠
岐
合
宿
の
開
催
。

（
〜
31
日
ま
で
）

第
２
回
夏
の
花
火
祭
り
が
津
戸
塩
の
浜
で
開
催
。

全
国
高
校
総
体
、
柔
道
60
キ
ロ
級
で
、
隠
岐
水
産

高
校
の
田
中
廉
平
さ
ん
が
３
位
入
賞
。

第
60
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
、
中
条
分
団
有

木
班
が
隠
岐
の
島
町
代
表
と
し
て
出
場
。

11
年
目
を
迎
え
る
、
夏
の
大
阪
ジ
ェ
ッ
ト
便
就
航
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
31
日
ま
で
）

西
郷
港
が
、
国
土
交
通
省
が
認
定
す
る
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
」
に
登
録
。

隠
岐
の
島
町
成
人
式
の
開
催
。

1
日
：

7
日
：

9
日
：

13
日
：

27
日
：

30
日
：

31
日
：

1
日
：

6
日
：

15
日
：

7
月

8
月

第
９
回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
が
、
隠

岐
の
島
町
で
開
催
。
全
国
の
離
島
か
ら
23
の
中
学

生
野
球
チ
ー
ム
が
参
加
。（
〜
26
日
ま
で
）

新
蔵
見
橋
が
開
通
。

隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
記
念
し
、

町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
。

サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
を
、
全
隠
岐
牛
突
き
連
合

会
が
受
賞
。

任
期
満
了
に
伴
う
、
隠
岐
の
島
町
町
長
選
挙
の
投

開
票
。

隠
岐
水
産
高
校
「
水
高
祭
」
の
開
催
。

鳥
取
県
中
部
地
震
発
生
。
隠
岐
の
島
町
で
も
震
度

５
弱
を
観
測
。

島
根
県
種
畜
共
進
会
が
松
江
市
で
開
催
。
田
中
美

砂
子
さ
ん
の
雌
牛
「
や
す
め
ぐ
み
号
」
が
、
首
席

を
受
賞
。

松
田
和
久
前
町
長
退
任
。

池
田
高
世
偉
新
町
長
就
任
。

「
竹
島
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
東
京
集
会
」
の

開
催
。

第
１
回
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
素
人
余
芸
大
会
の
開
催
。

22
日
：

10 
日
：

30
日
：

16 
日
：

21
日
：

22
日
：

30
日
：

31
日
：

9
日
：

11
日
：

9
月

10
月

11
月

12
月

（写真は、東京で行われた贈呈式に出席した村上会長）

▼柳本晶一バレーボールスクール（7月9日）

　元全日本女子バレーボールチーム監督によ
る、バレーボール教室が開催され、隠岐郡内
の中高生バレーボール部や、一般バレーボー
ル愛好者の皆さんは、世界レベルの指導に熱
心に耳を傾けながら、汗を流しました。

▲棋聖戦開局（7月13日）

　将棋タイトル戦「第87期棋聖戦」第４局、羽生
善治棋聖と永瀬拓矢六段の対局が、羽衣荘で行わ
れ、大勢の将棋ファンが２人の熱戦を見守りまし
た。また、会場では、大盤解説会や次の一手クイズ
も行われました。（写真は、羽生善治棋聖による初
手の様子）

▼大相撲八角部屋の力士来島（7月27日～31日）
　恒例の、大相撲
八角・伊勢ノ海部
屋の隠岐合宿が行
われ、八角親方、
隠岐の海関をはじ
め35名が来島され
ました。

▲サントリー地域文化
　賞受賞（9月30日）
　サントリー文化財団
が贈呈する、「サント
リー地域文化賞」に、
全隠岐牛突き連合会が
選ばれました。

▲鳥取県中部地震（10月21日）
　鳥取県中部を震源とするマ
グニチュード6.6の地震が発生
し、隠岐の島町でも震度５弱
を観測しました。（写真は、
都万地区の道路で発生した落
石の様子） ▼第２回夏の花火祭り（7月30日）

　２回目となる、夏
の花火祭りが、津戸
塩の浜で開催され、
海岸は、花火を見に
来た大勢の人で埋め
尽くされました。

▼隠岐水産高校「水高祭」開催（10月16日）
　３年に１度開催される
水高祭が開催され、実習
製品の販売などの出店に
は、長蛇の列ができてい
ました。

▼西郷港、「みなとオアシス」に登録（8月6日）
　西郷港が、港を核
としたまちづくりの促
進や地域のにぎわい
の創出を図る、「みな
とオアシス」に登録さ
れました。（写真は、
認定証を受け取り、あ
いさつをする「風待ち
さいごうみなとオアシ
ス協議会」濱田利長
会長）

▲第9回全国離島交流中学生野球大会開催
　　　　　　　　　　　（8月22日～26日）
　国土交通大臣杯第９回全国離島交流中学生
野球大会が開催され、全国の離島から中学生
野球チーム23チームが参加しました。
　優勝は、沖縄県の「宮古島アララガマボー
イズ」で、大会後には、野球教室が行われま
した。（写真は、大会後に元プロ野球選手の
方々による野球教室の様子。）

▲新蔵見橋開通（9月10日）
　交通の便を改善するため、原田地区の蔵見
橋と、その周辺道路が新しく整備されまし
た。（写真は、開通式での親子３代による渡
り初めの様子）
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間10時～18時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

LED照明工事について

「本の福袋」貸し出します

　隠岐の島町図書館では現在、照明器具をLEDに
切り替えるため、工事を行っています。期間中も通
常通り開館していますが、部分的に立入り禁止など
を行う区画があります。
　ご迷惑をお掛けしますが、何とぞ、ご了承の程よ
ろしくお願いいたします。
　立入り禁止区画：展示コーナー、AVブース付近
　立入り禁止期間：1月11日（水）から

20日（金）まで
　工事完了予定： 2月末ごろ

年末年始及び１月の休館日のお知らせ
　年末年始の休館日は、12月28日（水）～１
月４日（水）です。休館中の返却本は、玄関横
の返却ポストへお返しください。
　※CD・DVDなどの視聴覚資料は壊れやすい
ため、１月５日（木）の開館日以降にカウンター
へお願いします。
　また、１月の休館日は、10日（火）、15日
（日）、16日（月）、23日（月）、30日（月）です。
　ご利用の際は、お気をつけ下さい。

　来年も、図書館の「本の福袋」企画を年明け
に開催します。袋の表に書いてあるキーワード
を見て福袋を選びます。どんな本が入っている
かは、借りて帰ってからのお楽しみです！
　新しい年も素敵な本と出会えますように。
　場所：玄関正面特集コーナー
　期間：１月５日（木）から
　　　　　　　　※無くなり次第終了します。

全チーム一斉にスタート（五箇 水若酢神社入口）

４区から５区へ、タスキをつなぐ

２区（五箇 ランセンター入口～近石 勝山会館入口）を走行中の様子

今年の「本の福袋」の様子

合唱をする児童と、観客席の様子。（写真は、西郷小学校の発表）

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

　

11
月
13
日
、
全
隠
岐
駅
伝
競
走
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
①
一
般
男
子
の
部(

Ⅰ
部)

、

②
一
般
混
成
の
部(

Ⅲ
部)

、
③
中
学
男
子
の

部
、
④
中
学
女
子
の
部
、
⑤
中
学
混
成
の

部
の
５
部
門
に
分
か
れ
、
全
30
チ
ー
ム
、

総
勢
２
１
９
名
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
隠
岐
の
島
町
総
合
体
育

館
で
、
島
後
小
中
学
校
連
合
音
楽
会
が
行

わ
れ
、
島
内
11
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
練

習
を
重
ね
て
き
た
学
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者

や
地
域
の
方
々
が
来
場
し
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
く
、
児
童
生
徒
た
ち
の
す
て
き
な

歌
声
や
合
奏
の
調
べ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

こ
の
音
楽
会
は
、今
年
度
で
63
回
目
と

な
る
伝
統
の
あ
る
行
事
で
す
。音
楽
会
に

向
け
た
各
校
の
取
り
組
み
に
よ
り
、島
内

の
児
童
生
徒
た
ち
の
音
楽
性
が
伸
ば
さ

れ
、年
ご
と
に
各
校
の
発
表
の
質
が
向
上

し
て
き
て
い
ま
す
。
音
楽
会
の
取
り
組
み

は
、長
い
伝
統
の
中
で
隠
岐
の
文
化
の
発
展

に
も
貢
献
し
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
音
楽
会
が
長
く
大
切
に
さ
れ
て

き
た
の
は
、
音
楽
活
動
を
通
し
て
集
団
の

成
長
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
合

唱
や
合
奏
は
、一
人
で
は
決
し
て
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
曲
を
仕
上
げ
て
い
く
過
程
で

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
が
集
ま
り
、

心
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
で
初
め
て
曲
が

完
成
し
ま
す
。
ど
の
学
校
も
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
ま
で
に
は
様
々
な
苦
労
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
、
苦
労
を

乗
り
越
え
た
と
き
に
は
見
事
な
力
を
発

揮
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
音
楽
の
良
さ
や
効
果
を
生
か
し

て
、
今
年
度
も
各
校
が
す
ば
ら
し
い
ま
と

ま
り
を
見
せ
、
合
唱
や
合
奏
で
た
く
さ
ん

の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
た
児
童
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も

か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
後
も
音
楽
を
通
し
て
心

豊
か
な
児
童
生
徒
が
育
つ
よ
う
な
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
校
の
発
表
の
様
子
は
、『
広
報
隠
岐

の
島
』
12
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
４
年
ぶ
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
は
、
日
々
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
の
方
々

や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
沿
道
か
ら

の
温
か
い
ご
声
援
に
よ
り
、
無
事
に
全
チ
ー

ム
が
14.

54
㎞
の
コ
ー
ス
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優
勝

【
Ⅰ
部
（
一
般
男
子
）】

◯
イ
ケ
メ
ン
の
集
い 

チ
ー
ム

　

１
区 

森　

蓮 　
　

２
区 

川
神 

幸
大

　

３
区 

田
中 

陸
登　

４
区 

杉
山 

稀
琉

　

５
区 

藤
田 

健
志
郎 (

Ⅰ
部
は
５
区
間)

【
Ⅲ
部
（
一
般
混
成
）】

◯
チ
ー
ム
気
合
い

　

１
区 

斎
藤 
知
広　

２
区 

原　

幸
一

　

３
区 

高
宮 
秀
司　

４
区
永
島 

千
絵

　

５
区 

武
田 

浩
志   (
Ⅲ
部
は
５
区
間)

第
68
回
全
隠
岐
駅
伝
競
走

　
　

選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

【
中
学
男
子
の
部
】

◯
西
郷
中
学
校 

チ
ー
ム

１
区 

谷
田 

大
海 

２
区 

高
梨 

祐
汰

３
区 

坂
東 

聖
生 

４
区 

藤
田 

大
翔

５
区 

橋
本
光
太
郎 

６
区 

若
本
航
一
郎

【
中
学
女
子
の
部
】

◯
西
郷
中
学
校 

チ
ー
ム

１
区 

柿
田 

明
音 

２
区 

宮
原 

日
菜

３
区 

中
村 

優
葉 

４
区 

上
野 

羽
音

５
区 

東　

優
奈 

６
区 

高
梨 

海
音

【
中
学
混
成
の
部
】

◯
西
郷
中
学
校 

チ
ー
ム

１
区 

熊
本 

愛
樹 

２
区 

八
島 

智
樹

３
区 

原 

明
日
香 

４
区 

川
上
七
菜
美

５
区 

下
川 

拓
騎 

６
区 

渡
部 

凌
鳳

　

■
区
間
賞

【
Ⅰ
部
（
一
般
男
子
）】

１
区　

伊
藤 

浩
志

２
区　

堀
川 

遼
太
郎

３
区　

田
中 

陸
登

４
区　

杉
山 

稀
琉

５
区　

奥
田 

和
也

【
Ⅲ
部
（
一
般
混
成
）】

　

１
区　

斎
藤 

知
広

　

２
区　

原　

幸
一

　

３
区　

野
口 

竜
太

　

４
区　

黒
田 

康
仁

　

５
区　

土
川 

翔
太

【
中
学
男
子
の
部
】

　

１
区　

小
藤 

祐
一
（
西
ノ
島
中
学
校
）

　

２
区　

岡　

正
之 

（
西
郷
南
中
学
校
）

　

３
区　

坂
東 

聖
生　

（
西
郷
中
学
校
）

　

４
区　

島
根 

海
正　

（
海
士
中
学
校
）

　

５
区　

磯
谷 

和
摩　

（
海
士
中
学
校
）

　

６
区　

若
本 

航
一
郎
（
西
郷
中
学
校
）

【
中
学
女
子
の
部
】

　

１
区　

柿
田 

明
音　

（
西
郷
中
学
校
）

　

２
区　

宮
原 

日
菜　

（
西
郷
中
学
校
）

　

３
区　

中
村 

優
葉　

（
西
郷
中
学
校
）

　

４
区　

河
田 

日
向
（
西
郷
南
中
学
校
）

　

５
区　

渡
邊 

汐
音
（
西
ノ
島
中
学
校
）

　

６
区　

仕
立 

涼
羽
（
西
郷
南
中
学
校
）

【
中
学
混
成
の
部
】

　

１
区　

上
仲 

七
海
日
（
知
夫
中
学
校
）

　

２
区　

八
島 

智
樹　

（
西
郷
中
学
校
）

　

３
区　

徳
若 

未
来　

（
知
夫
中
学
校
）

　

４
区　

谷　

彩
凪　

 

（
知
夫
中
学
校
）

　

５
区　

村
上 

璃
仁
（
西
郷
南
中
学
校
）

　

６
区　

渡
部 

凌
鳳　

（
西
郷
中
学
校
）
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愛の端に並べられたロウソクの灯りを眺める来場者の皆さん

「数磨と仲間たち」による、津軽三味線の演奏

隠岐高校吹奏楽部との共同による演奏

オープニングで10斗の餅を豪快に投げる様子

消防庁舎での出発式で、パレードを送る双葉保育園園児
による太鼓の演奏

ぬいぐるみを着て来場者を迎える高校生

分館活動報告などの展示を眺める来場者の皆さん

11/9

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
る

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11/20

紅
葉
の
森
を
走
る

大
満
寺
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に

あ
わ
せ
、
隠
岐
広
域
連
合
消
防

本
部
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
の

出
発
式
が
、
消
防
庁
舎
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
箇
地
区
で
は
、
隠
岐

の
島
町
消
防
団
五
箇
方
面
隊
の

皆
さ
ん
69
名
に
よ
る
、
防
火
宣

伝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
火
災

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

11/12

愛
の
橋
に
火
を
灯
そ
う
！

愛
の
橋
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

隠
岐
高
校
の
生
徒
が
、
西
郷
港

周
辺
の
活
性
化
の
た
め
に
提
案
し

た
、
「
愛
の
橋
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
が
地
元
商
店
街
の
協
力
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
町
地
区
の
愛
の
橋
や
か
っ

ぱ
大
明
神
な
ど
に
ロ
ウ
ソ
ク
が

並
べ
ら
れ
、
幻
想
的
な
光
景
を

見
に
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

提
案
し
た
生
徒
た
ち
は
、

「
思
っ
て
い
た
よ
り
、
完
成
度
が

高
く
、
み
ん
な
来
て
く
れ
て
よ

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
港
周
辺

を
、
ど
う
に
ぎ
や
か
に
す
る
か
考

え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

大
満
寺
山
や
鷲
ケ
峰
な
ど
の
山
道
を
走

り
抜
く
、
「
第
７
回
隠
岐
の
島
だ
い
ま
ん

じ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
有
木
集
会

所
で
は
、
有
木
地
区
の
方
々
に
よ
る
、
応

援
や
豚
汁
の
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、
約
40

名
の
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
と
の

交
流
や
隠
岐
の
島
町
の
自
然
を
楽
し
み
ま

し
た
。

隠岐の民謡大集合
隠岐の國民謡祭り11/13

　町内各地域で、趣向を凝らしたイベントが開催されました。文化祭では、各種文化グループ、
地区分館の作品展示、模擬店、ステージ発表などが、いきいき祭りでは、健康チェックや牛に関
するクイズ、各学校のふるさと教室の展示発表などが行われ、たくさんの来場者でにぎわいまし
た。（12月4日開催の浄土ヶ浦まつりの様子は、2月号でお知らせします。）

11/6 11/6

11/12 11/20

11/23 11/27
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外
に
あ
る
蛇
口
（
①
）
に
タ
オ
ル
な

ど
を
巻
い
て
か
ら
、
（
②
）
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
で
し
っ
か
り
と
覆
っ
て
く
だ

さ
い
。
（
③
）

健康教室などで、手洗いの仕方や正しいマスクの着用
方法について実践しました。

①

②

③

　

水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
毎
年
多
く
の
ご
家
庭
で
、
水
道

管
の
凍
結
や
破
裂
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
を
前
に
、
水
道
管

の
冬
仕
度
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
が
凍
り
や
す
い
の
は

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
は
、
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
凍
り
や
す

い
の
は
、
次
の
よ
う
な
例
で
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の

○
北
側
に
面
し
た
屋
外
に
あ
る
も
の

○
風
当
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

●
明
日
の
朝
は
冷
え
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら

①
む
き
出
し
の
水
道
管
に
は
、
保
温
材
を

巻
い
て
く
だ
さ
い
。
（
保
温
材
は
、
指
定
給

水
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
す
る
か
、
ご
自

分
で
取
り
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

②
屋
外
に
あ
る
蛇
口
な
ど
は
、
布
な
ど
で

巻
い
て
か
ら
雨
や
雪
で
濡
れ
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
図
参
照
）

●
水
道
管
が
凍
っ
た
と
き

　

水
道
管
の
水
は
、
凍
っ
て
も
、
日
中
気

温
が
上
昇
す
れ
ば
、
出
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
急
い
で
必
要
な
場
合
は
、
蛇
口
を
開

け
た
ま
ま
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
少
し
ず
つ
か
け

て
、
ゆ
っ
く
り
と
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
熱
湯
は
、
絶
対
に
か
け
な
い
で

く
だ
さ
い
。
破
裂
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

  

す
ぐ
に
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、
す

ぐ
に
指
定
給
水
工
事
店
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

※
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
個
人
負
担
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
寒
波
の
と
き
な
ど
は
、

修
理
が
重
な
っ
て
す
ぐ
に
お
伺
い
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※

止
水
栓
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

あ
る
か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
普
段

か
ら
、
そ
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
、
飲
酒
の
機
会
の
増
加
、

帰
省
な
ど
に
と
も
な
う
交
通
量
の
増
加
、

さ
ら
に
は
積
雪
・
凍
結
に
よ
る
重
大
事
故

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を

心
が
け
、
無
事
故
・
無
違
反
で
、
晴
れ
や

か
な
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

①
飲
酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動
「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
乗

る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

②
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
極

め
て
悪
質
な
行
為
で
あ
る
こ
と
自
覚
し
ま

し
ょ
う
。

③
飲
酒
会
合
時
は
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

運
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

①
運
転
者
は
、
高
齢
歩
行
者
や
高
齢
運
転

者
を
見
か
け
た
ら
、
減
速
・
徐
行
す
る
な

ど
、
「
思
い
や
り
運
転
」
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

②
高
齢
歩
行
者
は
、
道
路
を
横
断
す
る
前

や
横
断
中
に
は
、
左
右
の
安
全
を
確
認

し
、
斜
め
横
断
や
車
の
直
前
直
後
か
ら
の

横
断
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
運
転
者
は
、
自
分
の
運
動
能
力
な

ど
を
認
識
し
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
運
転

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
体
調
不
良
時

に
は
運
転
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

①
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出
、
帰
宅
す

る
と
き
は
、
夜
行
反
射
材
を
着
用
し
、
懐

中
電
灯
の
携
行
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
運
転
者
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜

間
に
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
実
践

し
、
夜
行
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
運
転
者
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か

け
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
見
え
に
く
い
こ
と

を
認
識
し
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
上
向
き

ラ
イ
ト
の
活
用
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
冬
道
で
の
安
全
運
転
の
徹
底

①
早
朝
や
夜
間
の
気
温
低
下
時
、
積
雪
、

凍
結
時
に
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に
取

り
、
道
路
環
境
に
応
じ
た
安
全
な
速
度
で

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

②
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
加
速

な
ど
、
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
る
運
転
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
の
冬
支
度
に
つ
い
て

水
道
管
の
冬
支
度
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
2

　

冬
季
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
は
じ
め
と
し
た
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
が
流
行
し
ま
す
。

　

低
温
、
乾
燥
を
好
む
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ

て
、
冬
は
、
感
染
力
が
強
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
空
気
中
に
浮
遊
し
て
伝
播
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
外
気
の
乾
燥
に
よ
っ
て

感
染
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま
す
。

　

自
分
で
で
き
る
予
防
法
を
実
践
し
て
冬

を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

■
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

感
染
症
の
感
染
経
路
の
多
く
が
、
咳
や

く
し
ゃ
み
な
ど
の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
で
す
。

　

手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
、
十
分
な
栄

養
や
睡
眠
を
と
る
な
ど
の
対
策
に
加
え
、
ぜ

ひ
実
行
し
た
い
の
が
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で

す
。
感
染
症
に
か
か
っ
た
時
に
は
、
他
人
に

う
つ
さ
な
い
配
慮
も
大
切
で
す
。

■
み
ん
な
で
守
ろ
う
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

○
咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
腕
の
内
側
な
ど
で
口
と

鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
１
ｍ
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

○
鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
、
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、
手
の
ひ
ら
で

咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止
め
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
咳
を
し
て
い
る
人
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
!

Part
61
Part
61

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

隠
岐
保
健
所
総
務
医
事
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

9
7
0
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
1
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

0
1
9
2

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

にににににに
つつつつつつつつ
いいいいいいい
ててててててて

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て

　

調
理
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

は
、
２
年
ご
と
に
就
業
地
の
都
道
府
県
知

事
に
「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
調
理
師

法
第
５
条
の
２
）

　

対
象
の
方
は
、
次
に
よ
り
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
届
出
の
必
要
な
調
理
師

　

次
の
と
こ
ろ
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て

い
る
調
理
師

①
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、
社

会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
矯

正
施
設
、
そ
の
他
多
数
人
に
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

②
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う

ざ
い
製
造
業

※

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
お
ら
れ
て
も
、

調
理
師
の
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
方

は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
届
出
の
方
法

　

平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
に
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
期
限

　

平
成
29
年
１
月
16
日
（
月
）
ま
で

●
届
出
先

　

隠
岐
保
健
所

●
そ
の
他

①
届
出
書
の
様
式
は
、
隠
岐
保
健
所
及
び

｢

調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を

提提提提提提提提
出出出出出出出出
しししし
てててててててて
くくくくくく
だだだだだだだだ
ささささささ
いいいいいいい
。

｢

調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

感
染
症
予
防
に
つ
い
て

〜
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
し
て
ま
す
か
〜　
　

役
場
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。

②
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
に
よ
り
、
届
け
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
の
予
防
に
は
、

日
々
の
健
康
管
理
に
加
え
、
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
も
予
防
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
は
、
今
年
度
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
左

表
の
定
期
接
種
対
象
者
だ
け
で
な
く
、
隠

岐
の
島
町
で
は
75
歳
以
上
の
方
に
対
し
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
、
前
回
の
接
種
か
ら
５
年
経
過

し
て
い
る
方
は
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

表：高齢者肺炎球菌ワクチン助成対象者
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北方地区の皆さんと集合写真 北方地区での稽古後、交流会を行いました。

五箇地区相撲大会でのポーランド力士の取組

隠岐世界ジオパーク空港に到着した、ポーランド相撲連
盟会長と力士たち。教育委員会や町の相撲関係者の方た
ちの歓迎を受けました。

　

次
に
、今
回
の
訪
問
で
前
よ
り
さ
ら
に
地

域
の
人
と
交
流
が
で
き
、
隠
岐
の
皆
さ
ん

は
、
友
好
都
市
で
あ
る
ク
ロ
ト
シ
ン
市
に
友

好
的
で
あ
る
と
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。４
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
力
士
は
、
相
撲
大

会
後
、
北
方
地
区
で
開
催
さ
れ
た
慰
労
会

に
参
加
し
、友
好
関
係
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。一
人
の
女
性
の
方
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
フ
レ
ー
ズ
を
勉
強
し
て
、

夕
食
時
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
話
し
か
け
た
こ

と
で
、ポ
ー
ラ
ン
ド
力
士
を
大
変
喜
ば
せ
ま

し
た
。
他
に
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
く
れ
た
方
も
多
く
い
て
、ポ
ー

ラ
ン
ド
相
撲
連
盟
会
長
に
質
問
を
し
た
り
、

隠
岐
に
つ
い
て
教
え
る
な
ど
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
親
し
く
接
し
て
い
た
だ
い
た

岐
へ
来
た
こ
と
の
あ
る
力
士
も
い
ま
し
た

が
、
日
本
に
初
め
て
来
た
力
士
も
い
ま
し

た
。
今
回
の
訪
問
中
、
何
が
最
も
楽
し
か
っ

た
で
す
か
と
尋
ね
て
み
た
ら
、
皆
さ
ん
次
の

よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
人
の
力
士
と
稽
古
が
で
き

て
、
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
五
箇

の
北
方
地
区
と
隠
岐
水
産
高
校
で
、
相
撲

稽
古
に
参
加
し
、日
本
で
行
っ
て
い
る
相
撲

稽
古
の
や
り
方
を
見
ら
れ
た
こ
と
、
参
加
で

き
た
こ
と
は
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
相
撲
連
盟

設
立
当
初
は
、本
を
見
な
が
ら
練
習
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
事
で
、
相
撲
発
祥
の
地
で
あ

る
日
本
で
練
習
で
き
る
重
要
さ
に
つ
い
て

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
！

　

前
月
号
の
広
報
で
テ
レ
サ
さ
ん
に
紹
介

さ
れ
た
ヤ
ゴ
ダ
で
す
。
今
回
は
テ
レ
サ
さ
ん

に
代
わ
っ
て
私
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

去
年
と
同
様
、
今
年
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
相

撲
連
盟
か
ら
４
人
の
力
士
が
11
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
五
箇
地
区
相
撲
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
来
た
国
際
交
流
員
と
し
て
通
訳
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
を
た
く
さ
ん
話
せ
る
機
会
と
な

り
、た
い
へ
ん
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

４
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
力
士
は
、
す
で
に
隠

の
で
、ポ
ー
ラ
ン
ド
相
撲
連
盟
会
長
は
、最
後

の
挨
拶
で「
今
回
の
訪
問
で
は
、隠
岐
の
島
町

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
家
族
と
い
る
よ
う
な

暖
か
い
雰
囲
気
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
相
撲
交
流
だ
け
で
は
な
く
、

よ
り
幅
広
い
交
流
が
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
！

テ レレ サ ・ タ イ ム ス
第39回

ポ
ー
ラ
ン
ド
相
撲
連
盟
会
長
と
４
人
の
力
士
の
訪
問

今
回
は
、
テ
レ
サ
さ
ん

に
代
わ
り
、
私
が
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
相
撲
連
盟
の
来

島
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

倒壊建物からの被災者の救出訓練の様子

壇上であいさつをする池田町長

都万小学校へ避難する園児たち

受賞した齋藤久三代さん（写真中央）と福田俊平隠岐の島
警察署長（写真右）、米澤壽重島後交通安全協会会長（写
真左）

各
地
区
で
防
災
訓
練
を
実
施

　

11
月
８
日
に
都
万
保
育
所
、
11
月
13
日

に
蛸
木
地
区
で
、
地
震
に
よ
る
津
波
を
想
定

し
た
防
災
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
万
保
育
所
で
は
、地
震
に
よ
り
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、隠
岐
の

島
警
察
署
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、都
万
保

育
所
か
ら
都
万
小
学
校
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
雨
の
中
を
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
小
学
校
ま
で
の
坂
道
を
歩
き
ま

し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
1
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
竹
島
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
1
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

島
後
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　

（
隠
岐
の
島
警
察
署
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-
5
5
3
1

交
通
安
全
高
齢
者
の
主
張
で
、

齋
藤
久
三
代
さ
ん
が
知
事
賞
を
受
賞

竹
島
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

東
京
集
会
の
開
催

　

蛸
木
地
区
の
防
災
訓
練
で
は
、
同
じ
く

地
震
に
よ
る
津
波
想
定
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

訓
練
に
は
、
蛸
木
区
民
の
約
８
割
の
１
３

７
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
避
難
所
の
設
置

や
炊
き
出
し
、
被
災
者
の
救
出
と
救
護
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
、
火
災
消
火
な
ど
の
実
践

的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

蛸
木
地
区
は
、
今
年
２
月
に
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
、
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
組
織
会
長
の
石
田
茂
春
さ
ん
は
、

「
机
上
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
時
に

な
っ
た
ら
な
か
な
か
体
が
動
か
な
い
も
の
。

こ
れ
か
ら
も
年
に
１
回
は
、
こ
う
し
た
訓
練

を
行
い
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

の
体
験
談
や
意
見
を
発
表
す
る
「
第
31
回

交
通
安
全
高
齢
者
の
主
張
」
が
、
10
月
28

日
に
松
江
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
栄
町
地
区
の
齋
藤
久
三
代
さ
ん
が
、

最
優
秀
の
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、「
青
信
号
で
も
気
を
付
け

て
」
と
題
し
、
近
所
の
横
断
歩
道
で
交
通
事

故
を
目
撃
し
た
体
験
を
も
と
に
、
歩
行
者

の
立
場
か
ら
、「
青
信
号
で
も
、
運
転
手
が

必
ず
し
も
歩
行
者
に
気
づ
い
て
止
ま
っ
て
く

れ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

超
党
派
の
国
会
議
員
が
所
属
す
る
「
日

本
の
領
土
を
守
る
た
め
行
動
す
る
議
員
連

盟
」
な
ど
が
主
催
の
、「
竹
島
問
題
の
早
期

解
決
を
求
め
る
東
京
集
会
」
が
、
11
月
９
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
３
回
目
と

な
る
集
会
に
は
、
溝
口
県
知
事
や
池
田
町

長
な
ど
約
３
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
各
政
党
か
ら
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
下
條
正
男
拓
殖
大
学
教
授
に
よ

る
、
「
『
竹
島
問
題
』
の
課
題
と
現
状
」

と
題
さ
れ
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
竹
島
に
上
陸
し
た
韓
国

国
会
議
員
に
対
し
歴
史
・
国
際
法
上
の
根

拠
の
明
示
を
要
求
す
る
、
公
開
質
問
状
を

送
付
す
る
こ
と
が
決
ま
る
な
ど
、
政
府
や

国
内
世
論
に
、
早
期
解
決
を
強
く
訴
え
か

け
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
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風邪 急性病 胃腸の疲れに‼

要予約・一日一組様限定（４名様以上）
お一人様 4,500 円～
【送迎も致します。】

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

小
泉　

皆
翔

中
尾　

天
太

渡
邊　

臣
人　

熊
田　

結
月

村
上　

葵
羽

東
町

港
町

東
郷

今
津

平

小
泉  

泰
裕

中
尾  

栄
治

渡
邊  

誉
史

熊
田  

直
之

村
上  

達
也

（
氏 

名
）
（
地
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松本 柊馬くん（栄町）

祝♡1歳! 元気いっぱい
育ってね とーやん☆

とうま ゆ  め

高取 佑芽ちゃん（城北町）

心優しく、健やかな
女の子に育ってね♪♪

みお

宮脇 澪ちゃん（城北町）

元気にのびのび
大きくなってね♡

あさひ

中村 旭陽くん（城北町）

パパの肩車大好き！
元気に大きくな～れ☆

もとはる

木田 元晴くん（加茂）

毎日パワフル もっくん!
2歳おめでとう☆

1
歳

1
歳

1
歳

1
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2
歳

「広報隠岐の島」に、お子さんの写真を掲載しませんか？
スマートフォン・パソコンからもお手軽に応募できます。
詳しくは、隠岐の島町ホームページをご覧いただくか、
下記までお問い合わせください。
■お問い合わせ先　役場総務課広報広聴係
　電話２-８５７２　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

2月生まれの満1～3歳
お子さん募集しています！

  12月19日
（月）締切

隠岐の島町ホームページ
QRコード
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人口と世帯数
平成28年12月1日現在

人口 14,717（-12）人
7,084（-5）人
7,633（-7）人

7,191（-10）

男
女

世帯数 世
帯

内15歳未満1,689人〔11.5％〕
内65歳以上5,666人〔38.5％〕

増 転入22人出生6人その他1人
減 転出15人死亡26人その他0人
※括弧内は前月比

隠岐の島町行事予定　　月1
元旦　役場閉庁（3日まで）

隠岐の島町消防出初式

牛突き初場所大会　14:00～予定（隠岐モーモードーム）

成人の日

年金相談　9：30～12:00（役場第一会議室） 

今津のとんど　7：00頃～（今津漁港）

第12回隠岐の島ウルトラマラソンエントリー開始日

風呂の日

1 日 日

2 日 月

3 日 火

4 日 水

5 日 木

6 日 金

7 日 土

8 日 日

9 日 月

12 日 木

13 日 金

14 日 土

15 日 日

16 日 月

17 日 火

19 日 木

20 日 金

21 日 土

22 日 日

23 日 月

24 日 火

25 日 水

26 日 木

27 日 金

28 日 土

29 日 日

30 日 月  

31 日 火  納付金時間外窓口　17:15～19:00（役場税務課）

官公庁仕事始め

納付金時間外窓口　17:15～19:00（役場税務課）10 日 火

11 日 水 年金相談　13：00～16:00（役場第一会議室） 

18 水日

松直し

年末年始の役場窓口業務について

■ お問い合わせ先：隠岐の島町役場　電話 2－2111

■ お問い合わせ先：役場総務課危機管理室　電話 2－2111

隠岐の島町消防出初式

牛突き初場所大会

■ お問い合わせ先：役場観光課　電話 2－8575

と　き・ところ １月６日（金）
　◆通常点検：午前10時～
　　隠岐の島町総合体育館
　◆一斉放水：正午～　　
　　役場本庁前

と　き　1月8日（日）
　　　　午後２時～予定
ところ　隠岐モーモードーム

　年末年始の期間（12月29日～1月3日）役場は閉庁となり
ますが、戸籍届出（出生・死亡・婚姻・転籍など）につい
ては、役場本庁の宿直担当職員が対応します。（各支所・
中出張所は、宿直がおりませんので対応できません。）
　庁舎の表玄関は、閉まっていますので、ご用の際は、裏玄
関からお入りください。


